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論文内容要旨
 北海道東部の釧路炭田に広く発達する古第三系についての地質学的研究は,19世紀後半以来,
 炭田地質の解明に主眼が置かれ,数多くなされてきた。しかしながら,浦幌層群及び音別層群
 から豊富に産出する古第三系貝類化石群についての研究は,Takeda(1953),Matsui(!958,
 1959),OyamaandMizuno(1958)などの断片的なものがあるに過ぎず,本格的にはなされて
 いなかった。
 浦幌層群は下位から留真層,雄別層,舌辛層及び尺別層の4層(あるいは別保,春採,天寧,
 雄別,舌辛,尺別層の6層)に区分され,主として礫岩,砂岩,シルト岩などからなり,石炭
 を挟在する。下位の上部白亜系～古第三系暁新統の根室層群を不整合におおい,0併δfα∫如
 (Co勉ズα4α)オ。々z`4扉(Yokoyama),(〕.(Bσ!15sα)s露α舶用召n51sSuzuki,Ch1伽笠yssh加知解8ηsls
 Honda,Osケ8〃80プ加Zμ廊OyamaalldMizuno,漉脚卿癬〃〃(。4フτ!o吻ηノ〃1〃切石～oβフ2sg
 Takeda,}■o14宛(}わ1ゴ1α)1σ2'4αb沼sYokoyama,Po卿πη4ノ召(Poフプ1召nゴθIJα)躍読σs8プ(Kane-
 hara)などの淡一汽水,浅海生の貝類化石を産する。
 一方,音別層群は下位の浦幌層群を不整合におおい,上位の厚内層群(中新統)に不整合に
 おおわれる。下位から大曲層(茶路層下部の大曲砂岩部層として扱われることもある),茶路層
 及び縫別層の3層に区分され,主にシルト岩,砂岩などからなる。音別層群からは,○雇ooθノ癬4,
 丁躍〆漉〃α,1)θ躍α1才3〃n,Po7μαフz410,%!伽,、40惚,Eo`yJ/6h,躍などの浅海一深海i生の属を多産
 する。これらの浦幌層群及び音別層群から産する貝類化石群は,多くの寒流系の属種によって
 特徴づけられ,それらは現在,広く北太平洋地域に分布するものである。
 筆者は浦幌層群及び音別層群の計570産地(常室,音別,上茶路,及び阿寒地域)から産した
 貝類化石について,以下の8新種,1新名を含む,二枚貝44属,58種,巻貝25属,30種及び角
 貝1属,1種を同定し,詳細な古生物学的記載を行った。
 八伽6㍑'召(Eηn扉αイZ8)o"2αgo7iθηs∫s,n.sp.
 C名2nε」'α(ノぼ召9`zor8,¢θ」♂4)shi∫`z々α名石8κs露,11.sp.
 C78n召〃θ(漉9雌θn2Jlo)n～励ぬ'8ns麓,n.sp.
 αノoloo鶴漉ρ0柳吻6慰S,newname
 Solθnsh露αん8,ロ2nsゐ,n.sp.
 T12名α`ぎα(Th名06∫`z)slz〃。々召フηθ%sガs,n、sp.
 C`zプゴfo,π夕α(0αフゼJo解夕8)ho'α々`π,n.sp.
 T%γ7髭θ〃6匠(∫血如f8JJθ)nκi681sz`8nsむ,n.sp.
 福ψ鰍詔og飆飆耀i,n.sp.
 一方,古生物学的記載とともに,各化石産地毎に個体数の産出頻度に基づき,以下に示すよ
 うに,浦幌層群については9貝類化石群集,音別層群大曲層については11貝類化石群,音別層
 群,茶路及び縫別層については,8貝類化石群集を識別し,群集の地域性は釧路炭田内での岩
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 相の水平的変化を反映したものであることを指摘した。さらに,これら各員類化石群集の優先
 種,現生属の生息環境などに基づき,浦幌層群および音別層群の堆積環境を推定した。
 浦幌層群(常室,音別,上茶路,阿寒地域の計173産地)
 Co吻03`」召群集
 B躍なsσ群集
 Os!フで。君羊集
 八彰,noo8ノゼi年`n2群集
 C屠α履vs群集
 y∂」伽群集
 Poπ伽伽群集
 Q雇06σ躍如群集
 絢π群集
 音別層群大曲層(常室地域の32産地)
 αi溺6αフ疵物z群集
 の0106召毎毎群集
 Po1物7観ぬ一}'励磁～群集
 エ4ci`θ一のoJooαπ勉群集
 Oon6ho6816君羊集
 物8群集
 飽帥`n即群集
 音別層群大曲層(音別,阿寒地域の21産地)
 α初ooの繊卿2群集
 飽,1字oo醐4加π群集
 y祝4狛群集
 Con`ho6ε」ε群集
 Os擁θ群集
翫傭躍群集
 音別層群,茶路及び縫別層(音別,阿寒地域の215産地)
 ⑦6Zo6のゴ勉群集
 Gyo'ocαγ読α一1翫7競8伽群集
 Tz卿ゼ'211α群集
 02η磁劾吻群集
 Po溺8,2`1徊群集
 αで。60sρゼ耀群集
 Eo⊂v1/6h盟α君羊集
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ヨ 名。価α群集
 以上のうち,浦幌層群舌辛層の}io14宛,Po,伽%ゴfα及びGyoJooα,4勿の3群集,常室地域の大
 曲層のC1初。昭7ゴノz槻,の'olo60,ゼ短,Po溜碗4毎一yb1ゴ毎及び。46/Zo{ン61000雇初の4群集は,中
 部日本瀬戸川期の200m前後の泥底の環境を示す℃群集"(lwasakiandOllo,1977)に群集
 組成上,対応するものである。さらに舌辛層のル秒α群集は上部浅海の環境を示し,東北地方常
 盤炭田浅貝層の「1鳩ノα4初γi'8龍群集」(根本・大原,1979)に比較できる。一方,茶路,縫別
 層の貝類化石群集は,本州西南部の牟婁層群の貝類化石群(水野,!973)に類似し,中部日本
 瀬戸川期の“C群集"(lwasakiandOno,1977)に環境的に比較できる。しかしながら,浦幌
 層群及び音別層群の貝類化石群集は九州の杵島層の貝類化石群集(井上,1972)とは群集構造
 が異なり,両地域の古気候の違いを反映したものと考えられる。
 さらに,北日本の古第三紀を代表する幌内動物群(MiZUIlo,1964;または浅員一幌内動物群,
 Otuka,1939)に位置づけられる音別層群産員類化石は,いずれも漸新統を示す,北サハリンの
 Machigar階(Makiyama,1934),南サハリンの真岡統(Takeda,1953),カムチャッカのMa1-
 lenian階(Volobueva,1980,1986),石狩炭田の幌内層(Shimokawara,1963など),留萌炭田
 の達布層群(Ohara,1966),常磐炭田の浅貝層(Kamada,/962),紀伊半島南部の牟婁層群
 (Mizuno,1973など)の貝類化石との共通性が高く,九州の西彼杵階(漸新統,Mizullo,1964a)
 との共通種はわずか数種のみである。このことは,古第三紀における日本及びその周辺の2つ
 の古生物海洋地理区の対立(東北日本一オホーツク区及び,台湾一西南日本区lMizmo,1965,
 1977)を示すものである。
 また,音別層群は石狩炭田の幌内層及び,その上位の紅葉山層,留萌炭田の達布層群,常磐
 炭田の浅貝層,紀伊半島の牟婁層群,九州の西彼杵階,サハリンのMachlgar階,真岡統,カム
 チャッカのMellenian階に貝類化石の共通性から対比できる。浦幌層群は,釧路炭田と石狩炭
 田の貝類化石群の変遷を比較,検討すると,石狩炭田の石狩層群上部に対比される。
 さらに,石狩炭田での石狩層群から幌内層にかけての貝類化石群の変遷,いわゆる,TerminaI
 EoceneEvent(Wolfe,1978)による始新世から漸新世にかけての世界的な気候の寒冷化など
 を考慮すると,浦幌・音別両層群とも,漸新世の時代を示すと考えられる。
 最後に,本州中部から四国にかけての古第三系もしくは,新第三系中新統に断片的に産する
 幌内動物群の要素(秩父盆地の彦久保層群,Kanno,1960;房総半島の保田層群,Hataialld
 Koike,1957;静岡県の相賀層,Matsumoto,1964,瀬戸川層群,IwasakiandOllo,1977;四国
 の四十寺山層,平ほか,1980)をどう扱うかは,今後の研究課題である。
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 論文審査の結果の要旨
 北海道東部の釧路炭田に広く発達する古第三系については,19世紀後半以降,炭田開発に主
 眼がおかれた層序学的調査,研究が数多くなされてきた。しかしながら,同地域の古第三系か
 ら豊富に産出する貝化石の研究は断片的になされているにすぎなかった。
 本田裕は,釧路炭田地域の古第三系,新第三系の層序の解明に力をそそぎ,多くの野外調
 査の資料にもとづいて,東西50km,南北40kmにおよぶ広大な地域にひろがる第三系(全層厚
 約3,000mにおよぶ)の層序関係を総括し,500点以上の化石産地より産出した貝化石を分類し,
 本研究に関連する層準〔古第三系浦幌層群及び音別層群)より二枚貝44属58種,巻貝25属30種
 を検出した。そして,これらの属種の時間・空間的分布にもとづいて,浦幌層群中に9群集,
 音別層群集に28群集を識別した。その結果,釧路炭田地域に分布する古第三系浦幌層群及び音
 別層群の貝化石群集にはかなりの共通種がありPoフ伽n4宛,玲躍如,(加'o侃擢め,晦8,〈@
 ρr`」1イn8α,βz`ooどηr`"z,α17zo6α磁3`,",Con6ho6ε!2など,現在の北太平洋海域に生息する寒流系
 の属で代表されており,浦幌層群(一部音別層群最下部大曲層)の淡水～汽水域に生存してい
 たと考えられるCoめi6ぬα(シジミ)を含む層準を除くと,大局的には,大陸縁辺の数10m程度
 の浅海ないし200～300m程度の深海区の貝類群集によって特徴づけられていることを明らか
 にした。また,両層群を通じてみると,南北サハリンの古第三系や常磐炭田の浅貝層,紀伊半
 島の牟婁層群の動物群との共通種も多いことを明らかにし,釧路炭田地域古第三系の貝類群集
 は北日本の古第三紀を代表するいわゆる幌内動物群に位置づけている。
 これらの結果は,古第三紀の日本周辺の古動物地理と,それにもとづく古環境の解明,ひい
 ては東日本の地史の解明の精度向上に大きく貢献するものである。
 これは本田裕が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示
 している。よって本田裕提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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